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Ⅰ　問題の所在及び目的
　平成18年「障害者の権利に関する条約」が国連総会
で採択され、その第24条でインクルーシブ教育につい
て示された。そして、インクルーシブ教育システムの
構築に向けて、学校現場を取り巻く流れと共に教員の
意識の変化や様々な実践が始まっている。
　「発達障害者支援法」が施行（平成17年４月）され、
学校現場においても、発達障害や学習障害に関わる言
葉が日常的に使われるようになり、その支援について
も教員間で周知されてきている。また、「特別支援教
育の推進について（通知）」（平成19年４月、文部科学
省）では、共生社会の形成の基礎としての特別支援教
育の理念が示され、個別の支援計画の作成等の具体的
な取り組みが一層進められることとなった。そして、
「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システ
ム構築のための特別支援教育の推進（報告）」（平成24
年7月、中央教育審議会初等中等教育分科会）が示され、
特別支援学校を中心に個別の教育的ニーズに多様で柔
軟な仕組みの構築に向けた取り組みが始まっている。
更に、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する
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法律」（平成28年４月）が施行され、合理的配慮の提
供が法的義務となり、学校現場においても様々な取り
組みが行われている。
　そして、平成29年度の学習指導要領の改訂において
も、各教科等において、「障害のある児童などについ
ては、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指
導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこ
と。」と明記され、障害者の権利に関する条約に掲げ
られたインクルーシブ教育システムの構築に向けた全
ての校種での動きが一層進められるものとなってい
る。
　しかし、通常の小学校や中学校の中でインクルーシ
ブ教育システムの構築というと「障害者の権利に関す
る条約」に関わることだから「障害者」に関わるもの
「特別支援」に関わるものという意識もある。
　藤井（2014）1）は、これまでの「特別支援教育」と
新しい「インクルーシブ教育システム」に関する内容
の教職員の理解についてそれぞれの内容に関わるキー
ワードの認知度を調査し、特別支援学校の教員と他の
校種で特別進学校の認知度の高さ、「特別支援教育」
と「インクルーシブ教育システム」で「特別支援教育」
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の認知度の高さを明らかにし、その中で、インクルー
シブ教育システムの構築に向けて「交流及び共同学習」
の更なる推進の必要性を述べている。実際に学校現場
では「交流及び共同学習」としての様々な実践が行わ
れているが、茂木（2016）2）は、学校内外の授業やワー
クショップ等の実践の中で、障害児たちが多くの場合、
援助（支援）される対象として存在し、表現力やコミュ
ニケーション能力を持った人としては認知・評価され
ていないと指摘している。
　これに対し、瀧音・司城（2017）3）は、「交流及び共
同学習」の人間性を育むという生徒指導的な側面に着
目し、子ども同士の関係性の変容について、通常学級
と特別支援学級の「交流及び共同学習」の授業のエピ
ソード分析を行い、特別支援学級の子どもたちへの援
助（支援）が一方的に支えるものから、互いにやり取
りをしながら必要な支援を行うものへと変化していく
ことを明らかにしているが、更に別の障害種や障害の
程度による変容の継続的な観察と分析を課題として述
べている。
　しかし、共生社会という理念への共感はあるものの、
それを授業において具現化する際に、全ての子どもた
ちが学習に学びの当事者として参加するために具体的
に何をすればよいのかといった授業構想的な側面の課
題も見られる。
　そこで、本研究では、図画工作科におけるインクルー
シブ教育システムの構築について、授業実践を基に子
どもたちの具体的な姿から示唆を得ることとした。
Ⅱ　研究方法
　群馬大学教育学部附属小学校と群馬大学教育学部附
属特別支援学校における、「交流及び共同学習」の図
画工作科の実践を通して、授業構想の具体的な方法や、
授業を通した関係性の変化について、授業記録に基づ
いて子どもたちの姿から分析する。
Ⅲ　授業実践の分析
１　「ＵＤＬぐんまモデル」を活用したＡ表現（２）
の交流及び共同学習の授業＜授業１＞
（１）実践の概要
　題材名：「ごちそうパーティーをしよう」
　授業者：中原　靖友：附属小学校
　Ｔ　２：早川　愛美：附属特別支援学校
　Ｔ　２：小野真美子：附属特別支援学校
　時　期：2016年12月
　対　象：群馬大学附属小学校第１学年
　　　　　群馬大学附属特別支援学校小学部
（２）題材について
　本題材は、みんなで楽しいパーティーをするために、
油粘土で自分や友達の食べたい食べ物を立体で表す学
習である。子どもたちは、好きなものを思いのままに
作ることを楽しんだり、造形的な創造活動を通して友
達と活動することを楽しんだりすることができる。
（３）指導計画
目標
いろいろな食べ物の形を思い浮かべ、粘土での表
し方を工夫しながらつくる。
評価
規準
（1） 粘土で「ごちそう」をつくることや、　みんな
でパーティーをすることを楽しも　うとして
いる。
（2） つくりたい食べ物の形を思い浮かべた　り、
つくり方を考えたりしている。
（3） 丸めたり、つまみ出したり、手や指を　使っ
て表し方を工夫している。
（4） 友達と話しながら、「ご　ちそう」を選んだり、
形のよさや面白さを感じたりしている。
時間 学習活動
○ 粘土を丸めたり、伸ばしたりしながら形を変え
ることに興味をもつ。
○ 交流しながらつくりたい食べ物のイメージを膨
らませる。
○ 思い付いた食べ物の形や大きさを考えながら、
丸めたり、伸ばしたり、ひねり出したりして、
工夫して表す。
○ 自分や友達のつくった「ごちそう」を並べたり、
取り分けたりして遊ぶ。
共通
事項
粘土を触った感じを楽しみながら、変化していく
形に、自分なりのイメージをもつ
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（４）授業構想について
①「ＵＤＬガイドライン〜ぐんまモデル〜」の活用
　 「ＵＤＬガイドライン〜ぐんまモデル〜」は、群馬
大学教育学部子ども総合サポートセンターが、アメリ
カの研究開発機関　The Center of Applied Special 
Technology（以降ＣＡＳＴ）の提供している「Universal 
Design for Learning Guidelines」（図１、以下ＵＤＬ
ガイドライン）4）に着目し、授業構想の中で実践的に
図１　Universal Design for Learning Guidelines（ＣＡＳＴ　ＵＤＬガイドライン：荒巻訳）
図２　ＵＤＬガイドライン〜ぐんまモデル〜（図画工作科）
図３　授業構想における多様な支援の具体化
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扱うために、下位項目を統合し、具体的な記述を含め
ＵＤＬガイドラインの９項目に関わる支援の方向性を
具体的に示したものである。そのため、インクルーシ
ブ教育システムの構築を目指す上で小学校と特別支援
学校というように、校種を越えて指導内容を検討して
いく際の共通の視点となるものであると考えた。（図２）
　その留意点は、子どもたちが必要に応じて、その支
援を自分で選んで使うことである。（図３）
　例えば、項目７に関わり、「パーティー」の雰囲気
を味わえるテーブルクロスの上に皿やコップなどを並
べた場を設定することは、題材名を伝えるだけで題材
をイメージできる子には、その手立ては必要ないもの
となる。同様に、言語での指示だけでも次の活動が理
解できる子どもには、項目１（情報の提示）に関わり、
書画カメラを使って、教師の手元を拡大しながら、教
師の演示にあわせて粘土体操を行う支援でスクリーン
を見る必要はなくなる。また、作業机を使っているた
め、子ども同士が互いの手元を自然に見ることができ
るため、互いの手元を見て情報の取りこぼしをリカバ
リーし、連続して活動に取り組むことができれば、こ
の際もスクリーンを見る必要は無い。また、書くこと
に対しては難しさがあるため、本校の子どもたちは最
終的に学習プリントへの記述も含めて振り返るが、附
属特別支援学校の子どもたちは、項目３、項目９に関
わり「ごちそう」を盛りつける活動とごちそうパー
ティーをする活動の中で話すことや、作品を自分なり
の意図で選ぶことが振り返りとなる。
　なお、図画工作科の特性から、中心となる手立ては、
「場づくり」や「材料の選定」、「活動の設定」といっ
た間接的な手立てとなる。本題では、自由な移動を促
すために中心に材料コーナーを置いた、馬蹄形に机を
配置した。また、材料はイメージを投影し易い、白色
の油粘土を共有で使うこととした。
（５）実践の分析
①　授業構想に関わる姿
　導入で、空の紙皿を見せ、パーティーで食べたい物
を問いかけると、本校の子どもたちは、近くの友達と
話をして、「チキン」や「ケーキ」等、食べたいもの
を発言した。附属特別支援学校の子どもたちも「ピザ」
等、食べ物を思い浮かべることができていたことから、
みんなでごちそうを粘土でつくり、パーティーをする
という題材の意図は伝わったと考える。その際、テー
ブルクロスの上に皿やコップを並べた場（記録１）を
設定したことでパーティーをして、最後にみんなで遊
ぶということまで見通しをもてた子どももいた。
　その後、子どもたちが、様々な粘土の表現を粘土に
触れながら試し、形から食べもの思い付くという造形
的視点を得るために粘土体操を行った。
　その際、書画カメラによって、映された教師の手元
を見たり、友達の手元を見たりと自分で情報の得方を
選ぶ姿が見られた（記録２）。（粘土体操は、教師の「丸
めてころころ、つぶしてぎゅっ。」等の言葉に合わせて、
粘土の形を変えながら、粘土の感触を楽しみながら形
の変化を意識させるものである。）
　展開では、共有の粘土や用具の数の制限等により、
一緒につくったり、用具の貸し借りを通して、互いの
作品を見たり、作り方を教え合ったりする、子ども同
士の協働的な学びの姿が見られた。共有の粘土を用意
したことや材料、用具コーナーの設置で交流が促され
たためであると考える。
記録１　教室の環境設定
記録２　子ども自身による支援の選択
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　終末では、友達と話しながら、自分の作品をきれい
に盛り付けたり、種類や形で並べ方を変えたりして、
パーティーで作品を選ぶ際にイメージを共有しながら、
食べたいものを選んだりする姿が見られた（記録３）。
　また、本校の子どもたちは最後に学習プリントに記
述して言語化したが、附属特別支援学校の子どもたち
は、Ｔ２が問いかけたり、言葉を言い換えたりするこ
とで言語化したり、また、その際、文字は書けていな
いが、なんとなく文字の様な物をプリントに書いてい
る子もいた。これは、子ども自身が自分に合った振り
返りをしていた姿であると捉えることができる（記録
４）。
②　授業を通した関係性の変化
　授業の導入では、附属特別支援学校のＡがグループ
に来た際に附属小学校のＢは、椅子を離して距離をと
る姿が見られ、会話も教師を介して行われているもの
の自己紹介程度でほとんど見られない（記録５）。粘
土体操をしているため、目線もそれぞれの手元に集中
している。
　展開ではＡがハンバーガー作り始める。Ａがハン
バーガーをアルミホイルで包むと、Ｂが色画用紙を
持って行き、セットにしようと誘いポテトを作り始め
る。ＡもＢの手元を見ながら一緒につくり始める。そ
して、それを見ていた附属小学校のＣが紙コップをつ
ぶして、ポテトの容器をつくる。その際、ＡとＢは隣
に寄り添うように距離に変化が見られた。一緒につく
るという活動を共有する中で、互いの作品や意図に共
感し合いながら、意味を共有していることがわかる（記
録６）。
　終末では、ＡとＣが一緒につくったセットを盛り付
け付ける姿が見られ、隣り合って二人の目線が作品に
向いている。（記録７）。「ハッピーセット」の様に並
べたいと、Ａは、ジュースの位置を何度も置き直し、
Ｃは、ポテトの容器の向きを直している。
　その後、Ａは、盛り付けられたごちそうを選びなが
ら、相手を変えて交流する。その際、Ｔ２を介してつ
くったものについて話し合い、イメージを共有してい
る（記録８）。Ａは、ミートボール、スパゲッティ等
記録５　導入時の様子記録３　つくったものを盛りつける活動
記録６　一緒につくる様子
記録４　Ｔ２による振り返りの支援
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の洋食を意図的に選び、お子様ランチのように紙皿に
載せている。その際、知らなければ団子に見える作品
を子ども同士ではバーベキューとして捉えている等、
イメージを共有していることが確認できる。
　また、附属小学校と附属特別支援学校の子どもたち
の学びの関係も時間と共に変化している。導入では、
附属特別支援学校のＤがスクリーンを背にしているた
め、粘土体操の手順が分からなくなった際に、附属小
学校のＥが、手順や作り方を「教える」姿が見られた
（記録９）。他の班でも同様に、粘土体操の手順等、聞
き逃した情報を伝えることが多く、意図を共有する様
な姿は見られない。
　展開では、Ｄが円盤状の粘土に紐状の粘土を使って
飾り付け、ケーキを作っているのを附属小学校のＦが
真似する姿が見られた（記録10）。他の班でも、特別
支援学校の子が丸めた粘土に竹串で穴を開けてイチゴ
を作っているのを見て、附属小学校の子どもが竹串を
持って来て自分の作ったケーキの上のイチゴを同じよ
うに作り直す姿が見られた。その際、会話よりも互い
の作品や手元を見るという作品を介して、互いに「学
ぶ」関係が確認できる。
　展開の後半では、特別支援学校のＧに附属小学校の
Ｈが、何が好きか尋ねてＧの好きなラーメンを作り始
める。隣にいた附属小学校のＩも加わり、「何ラーメン
にする？」等とおしゃべりしながらつくる様子を見て、
自分もラーメンが好きだという子が集まり、麺、なると、
焼豚、煮卵などを分担してつくる等、言葉を介しての
記録８　Ｔ２を介したやり取りの様子
記録９　Ｄに教えるＥ
記録10　Ｄの手元を見るＦ
記録11　ラーメンをつくるＧ、Ｈ、Ｉ
記録７　作品を飾る様子
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イメージの共有が見られた。既述のハッピーセットを
つくる事例も同様に捉えることができ、双方向の「学
び合う」関係が見られるようになる（記録11）。
終末では、ごちそうパーティーをする中で、Ｇと附属
小学校のＪが一緒に他の班を見てまわる姿が見られ
た。そして、Ｇから「これ何？」、「おいしそう。」等
と話しかける。Ｉが言葉を仲介す場面はなく、一緒に
まわって楽しんでいる様子から、一緒に遊ぶという「共
にいる」対等な関係が見られる（記録12）。
　学習プリントの記述では、Ｂは、特別支援学校の友
達と友達になれてうれしかったことを振り返ってい
る。（記述１）Ｈは、特別支援学校という言葉は使わ
ずに、Ｇの名前を書いて、授業の学習内容について振
り返っている。（記述２）Ｉは、特別支援学校や特別
支援学校の子どもの名前を使わず「みんなで」と書い
て授業の過程について振り返っている。（記述３）Ｂ
と同様の振り返りが見られた子どもは６人、Ｈと同様
の振り返りが見られた子どもは５人、Ｉと同様の振り
返りが見られた子どもは８人である。
普段の授業の振り返りは、ＧやＩのようなものである。
Ｂと同様に特別支援学校との交流を意識した記述は、
６人見られた。
　本実践では、特に事前の交流や自己紹介等の時間設
定もないまま授業を開始したが、活動を共有すること
が、自然に子どもたちの距離感や関係性を変容させて
いる。その際、相手のつくったものや手元を一緒に見
る等、ものを介することが互いに共感したり、意味を
共有したりする手助けとなっている。
　一方で活動を共有するために、子ども一人一人が主
体的に授業に参加する必要がある。「ＵＤＬガイドラ
イン〜ぐんまモデル〜」の活用は、子どもたちの必要
性に合わせて、手立てや、用具等を選んだり、交流す
る相手を替えたりすることができ、主体的な学びの保
障につながったと考えられる。
２　「共通の目標」を設定したＡ表現（２）の交流及
び共同学習の授業＜授業２＞
（１）実践の概要
　題材名：「とろとろえのぐで」
　授業者：豊岡　大画：附属小学校
　Ｔ　２：南雲　亮太：附属特別支援学校
　Ｔ　２：五明  智宏 ：附属特別支援学校
　時　期：2017年６月
　対　象：群馬大学附属小学校第2学年
　　　　　群馬大学附属特別支援学校小学部２年、３
　　　　　年
（２）事前の交流について
　本実践に関わり、事前に図画工作科の授業として２
題材「パスでグルグル」２時間、「いろイロな色」２
時間、生活科の交流授業１単元「田んぼ大作戦」４時
間、交流活動として合同での給食を６回行っている。
　図工の授業を通して、附属小学校と附属特別支援学
記録12　一緒に他の班を見てまわるＧとＪ
記述１　Ｂの振り返り
記述２　Ｈの振り返り
記述３　Ｉの振り返り
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校の子どもたちがお互いになれていく様子も見られ、
一緒に話しながら教室に戻っていく姿も見られた。
本実践の事前の給食では、子ども同士の積極的な会話
や交流は少なかったが、準備や挨拶なども含めて、お
互いに気を遣いながら同じ活動をすることができた。
（記録13）
　これは、交流及び共同学習には、障害と人数によっ
て、マイノリティが強化されてしまう傾向があるため、
自由に席を選ぶことや、特別支援学校の子どもが複数
で同じグループに入ることなど、マイノリティの立場
に立った配慮が、自然な交流を促していたと考えられ
る。
（３）題材について
　本題材は、液体粘土を混ぜた絵の具を使って、手や
指で思いのままに描くことを楽しみ、思い付いたこと
を、表し方を工夫して絵に表す学習である。その中で、
子どもたちは、絵の具を自由に混ぜながら混色による
色の変化を楽しんだり、手や指の扱い方による様々な
表現方法を試したりしながら、自分の思いを絵に表す
ことができる。
（４）指導計画
目標
・絵の具の感触を基に、手や指で思いのままに描
くことを楽しみながら、思い付いたことを、表
し方を工夫して絵に表す。（附属小学校）
・絵の具の感触を基に、いろいろな友だちの表し
方に関心をもちながら、色を選んだり、混ぜた
りして、自分の思いを表す。（特別支援学校）
・絵の具の感触を基に、手や指で描くことを友だ
ちと一緒に楽しみながら思い付いたことを絵に
表す。（共通）
評価
規準
（①知識・技能）思い付いたことを試しながら、
手や指で思いに合った表し方を工夫している。
（②思考力・判断力・表現力等）絵の具の感触か
ら感じたことを基に、試しながら生まれてくる形
や色の面白さやよさを感じ取ったり,自分の表し
たいことや新たな造形活動を思い付いたりしてい
る。
（③学びに向かう力・人間性等）絵の具の感触を
確かめて描く活動を楽しみながら、自分らしい見
方や感じ方で思い付いたことを絵に表している。
時間 学習活動
２
○ とろとろ絵の具の感触を楽しんだり、友達と話
したりしながら、思い付いたことを描く。
○ 友達と作品を見合いながら、自分の描いた絵に
題名を付ける。
共通
事項
とろとろ絵の具の感触を基に、自分なりに表した
いものの形や色のイメージをもつ。
（５）実践の分析
① 授業構想について
　本実践の授業構想に当たって、事前の２つの図画工
作科の実践の反省を踏まえて、次の点に留意して行っ
た。①互いの子どもたちが、同じ活動を通して、それ
ぞれの図画工作科におけるねらいを達成すること。②
自然な交流を促すこと。③交流及び共同活動の良さを
明らかにすること。
　そのために、①では、両校共に学習指導案を作成し、
共通の目標を明らかにした上で、それぞれの目標、評
価基準、評価項目、本時のねらいを達成している具体
的な子どもの姿を複数想定し、共通理解を図った。②
では、恣意的なグループ分けはせず、自由に席順を決
めた。③では、どのような良さが考えられるか複数想
定した。想定の時点では、附属小学校の子どもにとっ
ての良さは、その逆の立場と比べて少ないことがあげ
られた。以下は、授業前の教員同士の連携について打
ち合わせた際の視点である。
１　分担　　　　　　　　　　　 省略
２　活動中の声掛けについて
　（1）声掛けの種類と目的　　　　省略
　（2）本時における声掛けの例    省略
３　本時における試行錯誤している子どもの姿
　（1）主体的な活動
　・色を塗り続けている。こだわっている。
　・色を混ぜて思いどおりの色をつくろうとしている。
記録13　給食の交流の様子
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　　つくっている。
　・ゆっくり、じっくり色を塗っている。
　・こまめに手を洗って色を変えている。
　・つくりかえている。新しいことをしている。
　（2）対話的な活動
　・ 色に関する発言がある。友達と話している。歓声
が上がる。
　・色・表し方・主題について友達のまねをしている。
　・友達の作品や活動を見ている。見に行っている
　・友達や教師に自慢している。紹介している。
４　子どもの意図を見取るポイント
　以下のような子どもの姿を、賞賛して可視化し、更
なる協働を促す。
　・発言　　　　　色・主題・友達に関する単語
　・選択　　　　　色・表し方・向き
　・変更　　　　　色・表し方・向き
　・活動の速度　　 ゆっくり・じっくりな活動は意図
的である可能性がある。
　・丁寧さ　　　　 慎重な行動は意図的である可能性
がある。
　・まね　　　　　色・表し方・主題・字
　・チラ見　　　　 意図的な活動を促すきっかけにな
る場合がある。
　・のぞき見　　　興味関心をもっている。
　・共視　　　　　強く興味関心をもっている。
　・共同製作　　　 協働的な学びであり、意図的な行
動である可能性が高い。
５　場、及び、動線                  省略
　特に３、４の項目について図画工作科の子どもの姿
を明らかにしたことで、「共通の目標」に向かう子ど
もたちのアセスメントをすることで、個に応じた手立
てを行い、インクルーシブ教育を進める上で子どもた
ちの活動を保障することができると考える。
② 実践の様子について　
　１時間目は、大きなパレットの上に自由に選んだ３
色の絵の具と粘度を高める液体粘土を混ぜて、手や指
で正方形のケント紙に描いていく活動である。
　子どもたちは、それぞれ慎重に色を混ぜたり塗った
りするが、特別支援学校のＡは、大胆に手のひらで混
ぜたり塗ったりしていく。その様子を附属小学校の子
どもたちはまねして大胆な活動になっていく様子が見
られた。（記録14）
　これは、自分なりに思い付いた表現方法で描いて際
に、はじめは慎重になり過ぎて小さい表現に終始しま
いがちなところを、特別支援学校の子どもの躊躇せず
思い付いた活動を行うことのできる態度が、より自由
な表現方法を試すことを促していたものと考える。
　また、特別支援学校のＢは、活動を思い付けないで
いたが、隣の附属小学校のＣが、人差し指で点を打っ
ているように描いている様子をじっと見て、表現方法
をまねするようになった。（記録15）
　これは、活動中のチラ見・のぞき見・共視などの言
語を介さない注視が、次の活動の自己決定を促してい
ると考える。特に知的障害のある子どもたちとの交流
及び共同学習においては、ものを介してのコミュニ
ケーションが成立しやすいことが、協働の学びを促す
ものとして大きな意味をもつものと考える。
　２時間目は、それぞれ自分なりに思い付いた表現方
法で描き進めていく活動である。Ｂの描く点は、他の
子どもたちと違い、一つに点の中に複数の色が重なっ
記録14　Ａの様子を見る附属小学校の子ども
記録15　Ｃの手元を見ての真似をするＢ
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ている。附属小学校のＤもなかなか活動を思い付くこ
とができないでいたが、出歩いて他の子どもたちの様
子を見ている中で、Ｂの表現方法から影響を受けてい
る様子が見られた。（記録16）
　これは、自由な出歩きや会話、模倣を保障した学習
環境が、様々な表現方法の選択肢を増やし、表現方法
の多様なよさに気付く機会を与えていると考える。そ
して、子どもが表現方法を模倣する基準は、人間関係
によるものではなく表現方法のよさになるために、障
害の有無は関係がなくなり、自然な協働の学びを促す
ものと考える。また、このような自然の協働の学びが
繰り返されていくことが、表現の多様性を認めていく
態度や、よりよいものへと価値付けしていく過程を振
り返りながら集団として深い学びを得ていく姿である
と考える。
Ⅳ　結論
　＜授業１＞では「ＵＤＬぐんまモデル」を活用し、
小学校、特別支援学校という校種を越えて視点を共有
して支援を考えたことでカリキュラムの柔軟性を高め
ている。＜授業２＞では、共通の目標を設定すること
で、校種を越えて教師が、子ども一人一人のアセスメ
ントを行い支援している。これらにより、子どもたち
の参加を保障し、共通の課題に取り組むことで、交流
を子どもたちのめあてに置いた授業で見られがちな
「やってあげる」−「やってもらう」という関係の固
定化が見られず、「共に学ぶ」関係が構築できた。
　つまり、授業構想において、子どもたちの場、目的、
活動を共有することを視点として、授業の目標、評価
等の子どもたちの姿を捉えることが必要となる。
　また、図画工作科は、活動が中心の学習であり、ま
た、言語化が苦手な場合にも作品などのものを介して
イメージに共感し合うことがでる。更に、＜授業１＞
に見られるように、図画工作科では、人や物との関係
性による価値生成を学びと捉えるため、図画工作科が
インクルーシブ教育システムの具現化した授業を行う
上で親和性が高いといえる。
　本結果を踏まえ、今後この姿がどのように積み重
なっていくのか、教科や学年、発達の違いによる子ど
もたちの変容を追いながら明らかにしていく必要があ
る。
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